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子年を迎えて 
  今年の干支、子（ねずみ）にまつわる本をご紹介します。 

 
●『ミッキーマウスヴィンテージ物語』 実業之日本社 778.7 ミ 

●『アルジャーノンに花束を』 ダニエル・キイス/著 早川書房 933 キ 

●『モルモットの救急箱１００問１００答』 すずき 莉萌/編著 誠文堂新光社 645.9 ス 

●『ぐりとぐらのてづくりブック』 福音館書店編集部/編著 福音館書店 596.6 ク 

●『二十日鼠と人間』 ジョン・スタインベック/〔著〕 新潮社 B933 ス 

●『若返るクラゲ老いないネズミ老化する人間』ｼﾞｮｼｭ･ﾐｯﾃﾙﾄﾞﾙﾌほか/著 集英社 491.3 ミ 

 

今月のトピックス 

年末年始休み 

12 月２9 日（日）から 1 月 3 日（金）まで、休館します。 

返却は、本館返却ポスト、もしくは津島駅構内の返却ポストまでお願いた

します。なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ・相互貸借資料は破損の恐れがありま

すので、ポストへの投函はご遠慮ください。 

津島市立図書館へ地域資料を寄贈いただきました  

津島ロータリークラブより、今年度も貴重な地域資料を寄贈いただきました！ 

今回は天王祭の版画・名士録・毛織物資料・新聞など７点。今後、さまざまな機会を設けて

公開いたします。 

津島ロータリークラブは当館の地域資料充実のため、１９９６年から毎年寄贈いただいて 

おります。厚く御礼申し上げます。 

 

図書館企画展示 

『図書館で観る日本刀～刀の魅力を探る～』 
展示期間：1 月上旬～3 月中旬 

2015 年の新語・流行語大賞に「刀剣女子」という言葉がノミネートされたり、

所在不明であった日本刀が刀剣ブームによって発見されたりと、ここ数年で一気に

盛り上がりを見せている刀剣界隈。 

当図書館もこれに刺激を受け、本物の日本刀一振りを展示する事になりました。 

初心者の方から愛好家の方まで幅広く興味を持ってもらえるよう、日本刀の種類や

有名な製作者などもパネル等でご紹介します。 



 
新 着 図 書 

『年賀状のおはなし』 日本郵便株式会社／監修 ゴマブックス 693.8 ネ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

スマートフォン向け検索画面もでき、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/ 

休館日 
整理休館日 ２8 日（火） 

年始休み 

1 月 1 日（水）～３日（金） 

（蔵書点検） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『背中の蜘蛛』誉田哲也/著 ←捜査に携わる管理官を中心に新時代の捜査を濃密に描いた警察小説。 

『新しい腸の教科書』江田証/著 ←謎の多い臓器だった腸。最新の医療成果や正しい知識を詳しく解説。 

『黄金夜界』橋本治/著 ←愛と金、人はどちらに飢えるのか？2019 年１月に急逝した著者の遺作。 

『落花狼藉』朝井 まかて/著 ←江戸幕府公認の遊廓である吉原。女将・花仍の視点から描いた長編小説。 

『プロが教える新幹線のすべてがわかる本』佐藤芳彦/監修 ←豊富な写真・図版と共にわかりやすく紹介。 

『自由ネコ』岩合光昭/著 ←日本全国で出会った猫たちの素晴らしさを土地の魅力と合わせて楽しめる一冊。 

『島津三国志』井川香四郎/著 ←薩摩藩士から崇拝されていた戦国武将の島津義弘と島津家の人々を描く。 

『育てて、紡ぐ。暮らしの根っこ』小川糸/著←試行錯誤して辿り着いた自分らしく楽しく過ごすヒント。 

『べらぼうくん』万城目学/著←大学受験失敗から作家デビューまでの出来事を綴ったエッセイ集。 

『９７歳の悩み相談』瀬戸内寂聴/著←現役の作家・僧侶として活躍する著者が若者の悩みに答える。 

 日本には古来、新年を祝し挨拶をし合うという習慣があります。「暦」と

いう考え方が誕生してから、改暦という概念ができたことで新年や年始と

いう言葉が生まれ、家々を回る年始回りの習慣ができ、それがのちに書面

で年始の挨拶を送る「年賀状」として移行していきました。ルーツを調べ

ると、明治時代、江戸時代、飛鳥時代までさかのぼり、たくさんの〝年賀

状にまつわるおはなし〟に出会えます。本書は、それらの興味深いエピソ

ードと現存する年賀状の数々がまとめられています。「年賀状という文化

を記録し、１００年先の後世に繋げたい」という想いが詰まった一冊です。

約１４００年にわたる年賀状の歴史をじっくりとお楽しみください。 


